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アールス系メロン新品種 `山園M5号'の特性
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1 は じ め に

山形県では、 `アールスクイーン'の旬或 (萩生田ら、1975)

を契機にアールス系メロンの産地が育成され、栽培面積は

25 5ha 2002年現在)である。その後、より高温期の栽培に

適する品種として `ブライ トエル'が旬成 (大場ら、1995)

されたが、果実の日持ち性が低く、普及には,1つていない。

アールス系メロンの産地にとつては、本県で産地育成を目

標にする抑制栽培において、栽培の容易性と高品質な果実生

産を両立するのは難しし、生産現場においては、数多くの市

販品種を栽培しているが、販売面ではオリジナルな品種開発

を要望されていブ亀

そのため、高温期の作季である抑制栽培において、草姿が

立性であること、高1議の栽培で果実が大玉化しないこと、

ネット発現が良いこと、内質が良いことの他、病害抵抗性が

ある等を育種目標に品種開発をすすめた

その結果、これらの育種目標を満たしつつ、日持ち性が良

好な品種として `山園M5号'を育成したので、この新品種

の特性について報告する。

2試 験 方 法

試験は、21X11年に品櫻翔土調―
を、21X12年に作型適

応性試験を、いずれも山形県立園芸試験場内ハウスで行つた

供試品種は、 `山園M5号'で、対照品種として `アールス

ナイ ト夏系 2号'を用い、2ヵ年ともハウス地床栽培  うね

幅 240cm、 株間 40cn、 2条植えで実施した

2001年の品種特性調査試験は、7月 6日 に播種し、生育、

着果、果実形質、うどんこ病発生程度を調べた。また、つる

割れ病 (レース2)抵抗性について接種濃度を07× 105個/
ml 14× 105個/mlの 2段階として浸根接種によつて検定

し■●

21X12年の作型適応性試験では、播種日を① 6月 18日 、

② 7月 2日 、③ 7月 16日及び④ 7月 23日 として、収穫日、

果重、糖度などについて調べた

3 試験結果及び考察

本品種は、母本を `アールスナイト夏系2号'の後代の系

統より選抜した、つる枯れ抵抗性 (レース2を有する固定系

統 `R F42'と し、父本を `アールスナイト夏系 1号'の後

代の系統より選抜した高品質な固定系統 `9110'と するFl

品種である。1999年 より特性検定を開始し、2∞0年に有望

系統であることを確認し、育種を終了した

(1)生育

2∞2年の試験では、生育は中庸であり、開花期及び収穫期

の生育は、 `アールスナイト夏系2号'と比較して同等であ

った また、着果節位における雌花着生率は着果率と同様に

高0値を示した  (表 1、 表 2)

(1)呆実形状

21112年の試験では、果皮色は灰緑色で、果実の縦横比が

104と 球形に近かつた。ネット形質は `アールスナイト夏系

2号'と比較して、太さはやや太く、密度、盛り上がりは同

等で、縦ネットと横ネットのバランスが良好であつた  (表

3、 図 1)。

(2)果実品質

21X12年 10月 収穫における開花から収穫までの成熟日数は、

`アールスナイト夏系2号'と 同等であつた 果肉はメルテ

ィング質であり、糖度は約 15%(Bl ix、 2∞ 1～211112年の平

均働 であるなど、食味は `アールスナイト夏系2号'と比

較して良好であつた。果実の日持ちは、適食期での判断によ

ると、収穫後約 8日であつた (表 4)。

(4)病害抵抗性

病害抵抗性については、つる害」れ病抵抗性 (レース 2)持

ち、 うどんこ病については、市販の `アールスナイト夏系 2

号'と同程度の耐性を有していた (表 5)。
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(3)作螂

21X11年の試験では、草姿は中庸で、 `アールスナイト夏系

2号'と同様であった (データ略)。 20112年の栽培試験にお

いて、果重は肥大期が高温にあたる9月収穫では 2,lXDg以

上の大玉になるが、10月収穫では 1,500～1,700gでぁつた

(表 6)。

4.まとめ

栽培が容易で品質が高いアールス系メロンの育種を認

`山園M5号'を育成した。肥大時期が比較的低温期となる
10月収穫に適し、ネット知私 内気 食味とも良好である。

壷2J腫出期における生育(2001年 )                   10秩 平均

品種   草文  節間長(cn)    15葉 (c●)     20葉 (ca)

ルルス月卜夏系2号 160.8 87.0    138.2   19.4  26.2  21.4   19.2  29.1  14.8

ア=ルスナイト鮨署男

^2f計

 137.8     6.8      7.2   13.9  24.4  16.7        94          98
1、 2)10～ 14節の雌花着生率、着果率を調査

貨

"癒

止   (質 )  (c■ )  (c■ ) 太さ  密度  希 り (c■ ) rc口 )

山口 M5号   H.5 1501 14.4 13.9 1.04や や太 やや密 やや高 灰緑  1.6
アールスナイト夏系2号  10.5 1473 14.6 13.4 1.09 細  やや密 やや低  灰  1.5

山園 H5号

品種   交配日 収穫
(月 /日 )日数(日 )(Brix%)5日 目 8日 ロ ルティンク゛繊維質 総合

2)果 肉質 (メ ルティング質):良好(4)～不良(1)、 繊維質 :多い(4)～少ない(1)
総合 :良好(4)～不良(1)

品種 うどんこ病発生程度

調査葉数 発病葉率 接魯株数 健全株数 羅病株数 接種株数健全株数罹痴株数

×

8/14  54.6 14.7 2.9   2.3   2.8
4    54.9    14.9

X

X

X

収護日        収穫迄の
(g)(bri瑞 )日数 (日 )

のA: 、B:51～ 74%、

6/18山園M5号 9/26  2478   15,7     57

7-llスナイト夏系2号   9/25 2051 14.7  57
7/2山園M5号      10/3 1701 15.0  54
ア■ルスナイト夏系2号   10/4 1513 15.3  54

7/16山口M5号 10/22  1521   14.2     56
7‐llスナイト夏系2号  10/22 1557 14.5  56

7/23山園M5号      H/4 1491 12.6   66
7-lスナイト夏系2号   H/4 1532 13.2  66
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図1 山園M5号の果実外観


